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昨
年
、１１
月
１１

１０
日
付
の
小
欄「
製

品
検
定
」
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

検
定
の
上
級
を
受
検
す
る
と
述
べ

た
。
そ
れ
か
ら
２
か
月
が
過
ぎ
、

無
事
に
上
級
の
合
格
証
書
が
届
い

た
。ま

ず
小
欄
で
は
残
り
２
日
、
勉

強
す
る
つ
も
り
と
記
し
た
。
実
は

こ
の
間
、
九
州
へ
出
張
し
て
い
た

た
め
、
移
動

中
や
宿
泊
先

の
ホ
テ
ル
で
勉
強
す
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
た
が
、
肝
心
な
テ
キ
ス

ト
を
会
社
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

試
験
前
日
に
出
社
し
た
際
に
テ
キ

ス
ト
を
鞄
に
入
れ
た
が
結
局
、
試

験
当
日
に
自
宅
か
ら
神
田
の
試
験

会
場
ま
で
の
移
動
時
間
で
あ
る
４０

分
間
、
目
を
通
し
た
だ
け
で
、
試

験
に
臨
ん
だ
。
そ
の
せ
い
か
、
問

題
に
は
知
識
が
曖
昧
な
箇
所
が
５

か
所
以
上
あ
り
、試
験
終
了
後
も
、

正
直
合
格
で
き
た
か
ど
う
か
非
常

に
怪
し
か
っ
た
。「
製
品
担
当
の
記

者
と
し
て
い
つ
ま
で
も
落
ち
続
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
記
し

た
が
、
落
ち
た
場
合
は
今
年
１１
月

に
何
食
わ
ぬ
顔
で
受
け
れ
ば
い
い

と
考
え
て
い
た
。
合
格
後
も
自
信

が
持
て
な
さ

そ
う
で
あ

る
。分

か
ら
な
か
っ
た
問
題
は
フ

リ
ュ
ー
ム
や
知
識
が
曖
昧
だ
っ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
に
関
す

る
問
題
だ
っ
た
。
中
性
化
の
知
識

が
曖
昧
な
の
は
よ
く
な
い
。
試
験

と
関
係
な
く
、
知
識
を
よ
り
し
っ

か
り
身
に
つ
け
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

合
格
証
書
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東
関
東
協
組
の
岡
田
理
事
長

気
が
あ
り
、
男
女
を
問
わ

ず
前
向
き
に
希
望
を
持
っ

て
生
き
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
当
協
組
に
と
っ
て
も

本
年
が
希
望
に
満
ち
た
１

年
に
な
る
こ
と
を
願
い
決

定
し
た
」
と
説
明
し
た
。

あ
わ
せ
て
「
生
活
を
守

る
適
正
価
格
の
確
保
」
を

今
年
の
最
重
要
課
題
に
掲

げ
た
。
隣
接
協
組
が
値
上

げ
を
打
ち
出
す
な
か
、
同

協
組
も
「
値
上
げ
を
検
討

せ
ざ
る
を
得
な
い
局
面
も

想
定
さ
れ
る
」と
語
っ
た
。

今
年
は
「
希
」（
の
ぞ

み
）。東
関
東
生
コ
ン
協
同

組
合
は
１
年
間
の
組
合
の

方
向
性
を
漢
字
１
文
字
で

示
す
の
が
慣
例
で
、
そ
れ

を
新
年
賀
詞
交
歓
会
で
披

露
し
て
い
る
。「
絆
」
か
ら

始
ま
り
、「
さ
ら
な
る
絆
」

「
礎
」「
結
」「
輪
」「
集
」「
和
」

と
続
き
、今
年
で
８
年
目
。

岡
田
明
理
事
長
は
「
人

名
と
し
て
も
安
定
し
た
人

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

わ
け
で
は
な
い
。
現
場
に

よ
り
状
況
は
異
な
る
。

し
っ
か
り
勉
強
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
」と
語
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
野
澤
伸
一

郎
氏
は
、
Ｊ
Ｒ
で
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
品
質
確
保
に

向
け
た
取
組
み
事
例
を
紹

介
し
た
。

国
土
交
通
省
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
の
木
村

嘉
富
氏
は
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
ア

イ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
）
の
概
要
を
説
明
。
目

的
は
建
設
業
の
担
い
手
の

地
位
向
上
だ
と
強
調
し

た
。鹿

島
建
設
の
古
市
耕
輔

氏
も
「
指
示
待
ち
の
職
人

が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
」

と
し
て
、
指
示
す
る
側
を

含
め
た
技
術
の
伝
承
の
重

要
性
を
指
摘
。
高
速
道
路

総
合
技
術
研
究
所
の
緒
方

辰
男
氏
は
次
世
代
を
担
う

若
者
に
対
し
「
現
場
へ
の

興
味
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
達
成

感
が
重
要
」
と
語
り
、
そ

の
実
現
を
課
題
に
あ
げ

た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
品
質
向
上

に
つ
い
て
細
田
准
教
授
が

「
品
質
確
保
さ
れ
れ
ば
必

ず
耐
久
性
が
確
保
さ
れ
る

土
木
学
会
は
１８
日
、
都

内
の
同
学
会
で
構
造
工
学

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
土
木
工
事
の

品
質
と
安
全
性
の
向
上
に

む
け
て
」。現
場
で
の
熟
練

技
能
者
の
減
少
、
担
い
手

不
足
が
進
む
中
、
品
質
と

安
全
性
の
向
上
を
目
指
す

方
策
を
考
え
る
狙
い
。

基
調
講
演
で
は
、
横
浜

国
立
大
学
の
細
田
暁
准
教

授
が
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
品
質
確
保
に
関
す

る
土
木
学
会
の
取
組
み
と

全
国
展
開
」の
題
で
講
演
。

ひ
び
割
れ
対
策
と
し
て
運

用
し
て
い
る
施
工
状
況
把

握
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
記
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し

た
品
質
確
保
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
先
行
す
る
山
口

県
や
東
北
地
方
整
備
局
の

取
組
み
な
ど
を
紹
介
し

た
。
日
本
橋
梁
建
設
協
会

の
大
下
嘉
道
氏
は
「
橋
梁

架
設
工
事
に
お
け
る
安
全

対
策
の
基
本
的
考
え
方
」

の
題
で
講
演
し
、
鋼
橋
の

架
設
工
法
や
事
故
事
例
、

架
設
計
画
時
の
留
意
点
な

ど
を
示
し
た
。

耐
久
性
確
保
の
事
例
紹
介

品
質
向
上
で
セ
ミ
ナ
ー

土木学会

村
光
宏
氏
（
川
端
工
業
社

長
）
が
就
い
た
。
協
会
所

在
地
は
川
端
工
業
本
社
の

福
井
市
御
所
垣
内
町
１６
・

２２
・
１
。
電
話
番
号
は
０

７
７
６
・
５９
・
２
３
３
６
。

協
会
員
は
川
端
工
業
、

東
協
、
平
成
ポ
ン
プ
ク

リ
ー
ト
の
３
社
。
県
内
に

は
福
井
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧

送
協
同
組
合
が
あ
る
が
、

全
圧
連
に
は
加
入
し
て
い

な
い
。

全
国
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧

送
事
業
団
体
連
合
会
（
全

圧
連
）
は
１７
日
、
福
井
県

圧
送
協
会
の
加
入
申
請
を

承
認
し
た
。

同
協
会
は
昨
年
１１
月
に

設
立
し
た
。
会
長
に
は
中中村会長

福井で圧送協会設立
全圧連にも加入

産
の
ホ
テ
ル
の
建
設
計
画

が
あ
る
。

富
山
も
民
間
工
事
が
増

え
た
。
富
山
協
組
は
当
初

７
・
９
％
減
の
２２
万
逢
と

想
定
し
た
。
し
か
し
、
下

期
に
入
り
０
・
４
％
増
の

２４
万
逢
に
修
正
し
た
。
北

陸
新
幹
線
の
開
業
に
伴
い

富
山
駅
前
再
開
発
工
事
が

１８
年
度
ま
で
続
く
ほ
か
、

民
間
病
院
移
転
や
民
間
企

業
の
工
場
設
備
増
設
な
ど

大
型
工
事
が
増
え
て
い

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
も

計
画
さ
れ
て
お
り
、
１７
年

度
は
横
ば
い
の
２４
万
逢
と

想
定
し
て
い
る
。

福
井
地
区
は
９
・
６
％

増
の
３９
万
逢
と
想
定
す
る

（
員
外
２
社
３
工
場
含

む
）。民
間
工
事
だ
け
で
な

く
、
北
陸
新
幹
線
工
事
が

け
ん
引
す
る
。
１７
年
度
は

新
幹
線
工
事
が
本
格
化
す

る
見
込
み
で
、
２
・
６
％

増
の
４０
万
逢
と
想
定
し

た
。
駅
前
の
再
開
発
工
事

は
終
え
て
い
る
が
、
今
後

駅
前
正
面
の
民
間
ビ
ル
の

建
て
替
え
が
あ
り
、
徐
々

に
民
需
が
増
え
て
い
く
と

見
込
ん
で
い
る
。

國
銀
行
の
本
店
跡
地
（
下

堤
町
１
番
地
）
の
再
開
発

も
動
く
も
よ
う
。
隣
接
す

る
上
堤
町
で
も
三
井
不
動

北
陸
３
県
（
石
川
、
富

山
、
福
井
）
の
県
都
で
、

再
開
発
工
事
が
増
え
て
い

る
。
生
コ
ン
出
荷
も
上
振

れ
て
お
り
、
金
沢
地
区
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組

合
、
富
山
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
協
同
組
合
は
２
０
１
６

年
度
の
出
荷
想
定
を
そ
れ

ぞ
れ
上
方
修
正
し
た
。
福

井
嶺
北
地
区
生
コ
ン
協
同

組
合
は
新
幹
線
工
事
の
工

期
が
遅
れ
て
い
る
も
の

の
、
前
年
実
績
を
上
回
る

見
込
み
。
１７
年
度
は
３
協

組
と
も
横
ば
い
な
い
し
微

増
の
見
通
し
を
立
て
て
い

る
。金

沢
協
組
は
ジ
ャ
パ
ン

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
工
事
の
終

息
を
織
り
込
ん
で
、
今
年

度
の
出
荷
を
前
年
度
比

１３
・
３
％
減
の

１３

４２
万
逢
と

想
定
し
た
。
し
か
し
、
マ

ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
工
事

が
想
定
以
上
に
好
調
で
、

下
期
に
入
り
４３
万
逢
と
上

方
修
正
し
た
。
北
陸
新
幹

線
が
１５
年
３
月
に
開
業

し
、
観
光
を
中
心
に
金
沢

の
宿
泊
需
要
が
急
増
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国

人
）
効
果
も
あ
り
、
ホ
テ

ル
の
新
設
が
増
え
て
い
る
。

１７
年
度
も
民
需
堅
調
が

続
き
そ
う
だ
。
金
沢
協
組

は
１７
年
度
想
定
を

１７

１６
年
度

見
通
し
比
２
・
３
％
増
の

４４
万
逢
と
し
た
。
金
沢
の

繁
華
街
の
武
蔵
が
辻
か
ら

香
林
坊
に
か
け
て
、
再
開

発
案
件
が
動
き
だ
す
。
北

県
都
で
再
開
発
相
次
ぐ

民
需
増
で
出
荷
上
振
れ

北陸の生コン

工
見
学
会
で
豊
田
市
な
ど

の
発
注
関
係
者
を
招
い
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

三
重
で
は
三
重
生
コ
ン

工
組
、鈴
鹿
協
組
に
続
き
、

３
月
に
北
勢
協
組
が
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
藤
原
工
場

（
い
な
べ
市
）
で
１
Ｄ
Ｐ

の
施
工
見
学
会
を
開
催
す

る
予
定
だ
。
北
勢
協
組
エ

リ
ア
で
は
、
す
で
に
新
名

神
高
速
道
路
の
本
道
に
１

Ｄ
Ｐ
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
工
組
、
両
協
組
で
は

施
工
見
学
会
を
機
に
公
共

工
事
で
の
採
用
を
要
望
し

て
い
る
。

岐
阜
で
も
住
友
大
阪
セ

メ
ン
ト
岐
阜
工
場
、
ラ
イ

ン
生
コ
ン
川
辺
工
場
な
ど

で
１
Ｄ
Ｐ
の
施
工
見
学
会

が
開
か
れ
た
実
績
が
あ

る
。以

前
１
Ｄ
Ｐ
を
採
用
、

施
工
し
た
こ
と
が
あ
る
発

注
者
、
施
工
者
が
人
事
異

動
で
他
地
域
に
移
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。
今
後
は

各
生
コ
ン
組
合
の
営
業
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
共
有
し
、

横
展
開
す
る
動
き
も
求
め

ら
れ
そ
う
だ
。

は
１
Ｄ
Ｐ
と
し
て
過
去
最

大
の
約
２
６
０
０
愛
。
赤

塚
Ｐ
Ａ
（
上
り
線
）
で
も

同
規
模
の
１
Ｄ
Ｐ
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
県
内
で
は
民
間
工

場
の
舗
装
打
換
え
工
事
で

１
Ｄ
Ｐ
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
件
数
は
少
な
い
が
、

規
模
は
大
き
い
。
県
内
に

は
自
動
車
関
連
工
場
が
多

い
こ
と
か
ら
、
民
間
工
場

で
の
採
用
拡
大
を
目
指

す
。ま
た
昨
年
１１
月
に
は
、

太
啓
（
豊
田
市
）
が
ポ
ー

ラ
ス
１
Ｄ
Ｐ
の
空
隙
に
セ

メ
ン
ト
ミ
ル
ク
を
注
入
し

た
保
水
性
の
あ
る
１
Ｄ
Ｐ

を
構
内
で
施
工
し
た
。
施

装
）
を
普
及
活
動
の
柱
に

据
え
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

静
岡
で
は
昨
年
度
に
伊

豆
の
国
市
、
静
岡
市
葵
区

の
発
注
工
事
で
１
Ｄ
Ｐ
が

採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

静
岡
市
内
で
１
Ｄ
Ｐ
を
施

工
し
た
業
者
が
、
１
Ｄ
Ｐ

配
合
の
生
コ
ン
を
舗
装
以

外
の
用
途
で
使
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
月
末
か
ら

来
月
に
か
け
て
静
岡
市
清

水
区
の
市
道
で
１
Ｄ
Ｐ
が

採
用
さ
れ
る
予
定
だ
。

愛
知
で
は
昨
秋
、
東
名

高
速
道
路
の
美
合
Ｐ
Ａ

（
下
り
線
）
で
１
Ｄ
Ｐ
が

採
用
さ
れ
た
。
施
工
面
積

で
建
設
さ
れ
て
い
る
新
名

神
高
速
道
路
で
は
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
舗
装
が
標
準
仕
様

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
東

海
環
状
自
動
車
道
も
一
部

で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装

が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
生

コ
ン
組
合
で

は
、
道
路
や

駐
車
場
の
補

修
用
と
し
て

１
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｐ

Ａ
Ｖ
Ｅ
（
早

期
交
通
開
放

型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗

東
海
の
生
コ
ン
組
合
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
よ

る
需
要
開
拓
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
静
岡
や
愛
知
の

新
東
名
高
速
道
路
、
三
重

鈴鹿協組が昨年１０月に開いた見学会

１
Ｄ
Ｐ
柱
に
普
及
活
動

静
岡

公
共
工
事
で
採
用
進
む

東海

ト
す
べ
て
が
適
合
と
判
断

さ
れ
た
。
減
点
ゼ
ロ
は
５９

工
場
だ
っ
た
。

重
倉
議
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
総
合
監
査
の
減
点
が

昨
年
度
の
１
工
場
の
減
点

８
の
み
か
ら
、
今
年
度
は

１
工
場
の
減
点
１
の
み
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
委
員
の
熱
心
な
指
導

と
、
各
工
場
が
品
質
管
理

に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
の
現
れ
だ
」
と
評

価
し
た
。

千
葉
県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
組
合
の
鈴
木
実
理

事
長
は
県
内
の
生
コ
ン
出

荷
量
に
つ
い
て
、「
最
も
多

か
っ
た
１
９
８
９
年
度
の

７
２
０
万
逢
か
ら
、
１５
年

千
葉
県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
品
質
管
理
監
査
会
議

（
重
倉
祐
光
議
長
）
は
２０

日
、
千
葉
市
内
で
会
議
を

開
き
、
今
年
度
下
期
の
総

合
監
査
結
果
、
来
年
度
上

期
の
監
査
計
画
な
ど
を
審

議
し
た
。
全
国
統
一
品
質

管
理
監
査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
基
づ
く
総
合
監
査
を

受
け
た
６０
工
場

６０

６３
プ
ラ
ン鈴木理事長

一
層
の
品
質
確
保
を

千
葉
品
監
会
議

の
省
力
化
に
つ
い
て
」
の

題
で
講
演
す
る
。
ま
た
、

寒
地
土
木
研
究
所
寒
地
保

全
技
術
研
究
グ
ル
ー
プ
か

ら
上
野
千
草
研
究
員
が

「
北
海
道
に
お
け
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
の
長
期
供

用
後
の
性
状
に
つ
い
て
」、

井
谷
雅
司
研
究
員
が
「
ト

ン
ネ
ル
内
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
の
摩
擦
低
下
実
態
と

対
策
技
術
に
つ
い
て
」
の

題
で
講
演
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
や
申

込
み
に
関
す
る
問
合
せ
は

同
工
組
（
０
１
１
・
８
３

２
・
５
１
６
１
）
ま
で
。

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
組
合
（
成
田
眞
一

理
事
長
）
は
２
月
１３
日
に

札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
札
幌

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
普
及
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
全
国
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

連
合
会
中
央
技
術
研
究
所

の
山
之
内
康
一
郎
副
主
席

研
究
員
が
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
推
進
会
議
活
動
報

告
と
強
度
管
理
試
験
方
法

寒
冷
地
の
白
舗
装
学
ぶ

来
月
１３
日
に
セ
ミ
ナ
ー

北
海
道
工
組

度
は
３
５
０
万
逢
と
お
よ

そ
半
分
。
今
年
度
も
１１
月

ま
で
で
１
８
６
万
逢
と
前

年
同
期
比
８５
％
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

い
く
と
過
去
最
低
に
な
り

そ
う
だ
」
と
し
つ
つ
も
、

高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ

た
イ
ン
フ
ラ
や
団
地
な
ど

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

と
し
、「
こ
れ
ら
は
建
て
替

え
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
、
将
来
は
悲
観
す
る
も

の
で
は
な
い
と
確
信
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

本
紙
１
月

１９
日
付
２
面

の
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
の

見
出
し
「
今
年
度
７
５
０

万
逢
超
」
を
「
今
年
度
７

５
０
万
亅
超
」
に
訂
正
い

た
し
ま
す
。

関
東
一
区
の
生
コ
ン
特

集
５
面
の
値
上
げ
に
関
す

る
記
事
で
、表
中
の
秩
父

地
区
の
値
上
げ
額
を
１
０

０
０
円
に
、文
中
の
建
設

物
価
の
表
示
価
格
を
足

立
・
葛
飾
１
万
１
２
０
０

円
、柏
・
松
戸
１
万
１
６
０

０
円
に
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正

当
初
は
地
域
に
よ
っ
て

自
然
災
害
へ
の
備
え
で
温

度
差
が
あ
っ
た
も
の
の
、

Ｗ
Ｇ
の
会
合
や
研
修
会
を

通
じ
て
防
災
意
識
が
高
揚

し
て
き
た
と
い
う
。
最
も

危
機
感
が
強
い
の
が
和
歌

山
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

起
こ
っ
た
場
合
、
場
所
に

よ
っ
て
は
２０
斡
近
い
津
波

が
押
し
寄
せ
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。「
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
ス
ピ
ー
ド
で

は
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
独
自
に
先
行

し
て
も
ら
い
、
我
々
は
そ

れ
と
リ
ン
ク
す
る
形
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う

話
に
な
っ
て
い
る
」（
山
﨑

氏
）。活断

層
型
地
震
や
豪
雨

災
害
へ
の
対
応
も
課
題
と

さ
れ
る
。
一
見
す
る
と
津

波
被
害
に
無
縁
と
思
わ
れ

て
い
た
日
本
海
側
も
「
専

門
家
の
話
を
聞
く
と
、
津

波
被
害
を
結
構
受
け
て
い

る
」（
同
）。
こ
う
し
た
自

然
災
害
も
考
慮
し
て
、
来

年
度
中
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
ま
と

め
上
げ
た
い
考
え
。

山
﨑
氏
は
「
東
日
本
大

震
災
で
は
実
際
に
起
き
て

い
る
こ
と
と
、
テ
レ
ビ
報

道
、
官
公
庁
の
発
表
、
業

界
か
ら
の
情
報
な
ど
に
大

き
な
か
い
離
が
あ
っ
た
。

被
災
地
で
は
生
コ
ン
が
届

か
な
い
か
ら
工
事
が
遅
れ

る
と
い
わ
れ
、
プ
ラ
ン
ト

が
新
設
さ
れ
た
が
、
実
際

は
供
給
能
力
は
十
分
だ
っ

た
。
や
は
り
こ
う
い
う
場

合
は
こ
う
対
処
す
る
と
い

う
打
合
せ
を
、
災
害
が
起

こ
る
前
に
や
っ
て
お
か
な

い
と
混
乱
す
る
。
そ
れ
を

強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
」
と
指
摘
す
る
。
Ｂ
Ｃ

Ｐ
が
完
成
し
た
段
階
で
官

公
庁
や
建
設
を
対
象
に
、

生
コ
ン
の
供
給
不
安
を
取

り
除
く
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
た

い
考
え
。

全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
組
合
連
合
会
近
畿
地

区
本
部
は
２
０
１
５
年
１２

月
に
共
同
事
業
委
員
会
の

下
部
組
織
と
し
て
「
自
然

災
害
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」（
山
﨑
高
雄
リ
ー

ダ
ー
）
を
設
置
し
た
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
有
事

に
備
え
、
生
コ
ン
の
供
給

体
制
や
原
材
料
調
達
な
ど

を
包
含
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
を
策
定
す

る
こ
と
が
目
的
だ
。

近
畿
地
区
で
展
開
す
る

生
コ
ン
工
場
を
地
図
上
に

落
し
込
み
、
そ
こ
に
各
自

治
体
の
自
然
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
重
ね
合
せ

て
、
被
害
の
見
え
る
化
を

図
っ
た
。
山
﨑
氏
は
「
大

阪
、
神
戸
、
和
歌
山
の
湾

岸
地
域
に
有
力
な
プ
ラ
ン

ト
が
集
中
し
て
い
る
。（
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
）
実
際

に
起
こ
っ
た
ら
大
変
な
こ

と
に
な
る
と
い
う
の
が
正

直
な
実
感
」
と
語
る
。

有
事
の
際
は
連
絡
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、
工
組

版
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
す
る

よ
う
各
工
組
に
要
請
。
ま

た
、
同
地
区
本
部
が
昨
年

１０
月
に
開
い
た
研
修
会
に

国
土
交
通
省
の
総
括
防
災

調
整
官
を
講
師
に
迎
え
、

「
防
災
と
危
機
管
理
」
の

題
で
講
演
し
て
も
ら
っ

た
。

有
事
に
備
え
Ｂ
Ｃ

有
事
に
備
え
Ｂ
Ｃ
ＰＰ

自
然
災
害

対
策
Ｗ
Ｇ

生
コ
ン
供
給
体
制
も
包
含

近畿


